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世
界
恐
慌
後
に
於
げ
る
英
園
海
運
政
策
の
轄
換

佐

波

tヨ~

B. 

e平

産
業
革
命
と
共
に
世
界
恐
慌
は
イ
ギ
り
ス
海
運
政
策
史
上
白
最
も
犬
雪
な
ヱ
ポ
ツ
ク
を
形
成
す
る
。
前
者
が
保
護
主
義
か
ら
白
也

主
義
へ
白
殻
展
を
も
た
ら
し
た
に
卦
し
て
、
後
者
一
は
謂
は
ピ
そ
れ
と
は
逆
の
食
展
を
招
来
し
た
。
従
っ
て
、
世
田
町
恐
慌
は
そ
れ
自
慢

既
忙
イ
ギ
リ
ス
海
運
政
策
奥
白
重
大
課
題
を
な
す
も
の
と
言
ワ
て
よ
い
。
併
し
、
現
在
の
吾
々
が
特
に
見
て
取
ら
ね
ぽ
左
ら
ぬ
白
は

と
の
世
界
恐
慌
後
白
政
策
特
換
が
イ
ギ
り
ス
白
現
に
戦
ひ
っ
ha

あ
る
世
界
犬
戦
に
於
け
る
海
運
政
策
の
性
格
を
厩
史
的
に
規
定
し
て

ゐ
る
と
一
吉
ふ
と
と
で
あ
る
。
世
界
恐
慌
後
白
世
界
が
単
な
る
「
自
由
主
義
か
ら
保
義
主
義
へ
の
縛
換
」
以
上
の
も
の
を
要
請
し
て
ゐ

た
に
封
L
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
運
は
侍
統
の
保
守
主
義
D
故
に
本
格
的
な
樽
換
に
立
ち
後
れ
な
〈
で
は
左
ら
な
か
っ
党
P

持
前
白
安

協
と
漸
進
は
イ
ギ
リ
ス
を
し
て
巧
み
に
革
新
を
漣
ゆ
し
め
、
激
し
い
園
際
的
強
風
に
も
十
分
に
耐
え
し
め
る
か
は
思
は
じ
め
た
が
、

結
局
に
於
て
漣
巡
し
た
だ
け
現
在
白
戦
時
海
運
政
策
の
課
題
を
よ
り
困
難
た
も
の
に
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
己
の
意
味
に
於
て
、
世

界
恐
慌
後
の
イ
ギ
り
ス
海
運
政
策
白
特
捜
は
イ
ギ
リ
ス
海
運
に
と
っ
て
劃
期
的
γ

な
護
展
で
あ
り
つ
い
え
従
っ
て
ま
で
た
、
第
三
申
1
4
へ
戦
.

比
於
け
る
そ
れ
の
戦
時
鱒
制
を
本
質
的
に
形
成
す
る
も
D
で
あ
る
。

第
一
期

岡
際
的
協
議
に
依
る
打
開
政
策

1
1世
界
経
済
舎
議

世
界
恐
慌
を
契
機
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
海
運
政
策
D
輔
換
、
吾
々
は
い
ま
己
白
や
う
に
呼
ぶ
け
れ
ど
も
、
問
題
ば
既
に
を
れ
以
前
の

世
界
恐
慌
後
に
於
け
る
英
圏
構
湿
盈
策
白
轄
換

第
五
十
回
毎

四

= 

第
四
韓

四
1L 

、

レ
l¥ 

，1 
J 



世
界
恐
慌
後
に
於
け
る
英
圏
構
運
政
策
由
特
換

四

回

俸
五
十
四
巻

第
四
競

五
O 

一
九
一
九
年
白
パ
リ
平
和
曾
議
が
呼
び
売
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
そ
れ
が
後
K
な

っ

て

イ

白
O
L
 

9
p
l
h
T
下
イ
ツ
の
潤
裁
制
・
杢
憶
主
義
を
華
や
か
に
繋
揚
さ
せ
る
ま
で
に
、
既
に
十
九
世
紀
的
遁
念
の
問
向
貿
易
原
則
に
針
し
て
剛
一
向

疑
問
符
を
投
げ
か
け
て
ゐ
た
、
固
土
り
自
由
主
義
白
小
平

H
ス
と
て
と
れ
に
気
づ
か
た
か
っ
た
わ
け
は
た
い
。
一
九
一
九
年
の
マ
ツ

ケ
テ
闘
税
が
と
の
新
し
い
世
界
的
動
向
忙
謝
す
る
イ
ギ
リ
ス
り
身
構
へ
と
見
ら
れ
か
る
ど
う
か
は
曲
一
か
問
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
海

遇
政
策
に
於
て
そ
れ
が
最
も
早
〈
且
つ
最
も
明
瞭
に
出
て
来
た
り
は
「
一
九
二
」
ニ
年
イ
ギ
リ
ス
帝
国
経
済
舎
議
の
海
外
海
還
に
封

7
・

る
官
言
」
で
あ
ら
う
。
回
〈

英
帝
園
代
表
は
、
諸
外
困
政
府
部
卦
然
又
は
秘
密
裡
に
寅
行
す
る
凡
ゆ
る
差
別
待
遇
同
調
し
て
英
帝
園
町
海
外
縁
怠
業
を
防
護
す
る
晶
要
を
痛
感
し
】

哉
の
如
〈
宣
言
す
。

J

仰
英
帝
困
白
港
樽
を
利
用
す
る
各
園
田
醐
舶
に
何
磐
田
差
別
待
遇
を
も
奥
へ
ざ
る
は
、
英
帝
困
が
長
年
月
に
亙
り
寅
行
し
つ
h

あ
る
所
な
夢
。
而

L
て
英
帝
閣
は
英
園
航
津
叫
に
指
し
自
圏
曲
、
と
同
等
白
待
遇
を
奥
ふ
る
詩
闘
に
劃
し
で
は
右
白
方
針
を
抱
棄
す
る
意
向
無
き
も
の
と
す
。

同
円
滑
車
英
帝
園
田
海
外
海
運
が
件
闘
の
差
腕
「
待
遇
に
よ
り
危
険
に
顕
す
る
事
あ
Z
場
合
に
は
、
英
垣
市
聞
各
政
府
は
相
共
に
其
劃
策
e
M
協
議
す
る
ゐ

の
と
ナ
。

t
 
o
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Q
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世
界
秩
序
に
存
す
る
と
言
ム
ペ
〈
、

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
乙
れ
は
ナ
V

ヨ
チ
リ
ズ
ム
に
立
つ
諸
外
岡
政
府
の
海
蓮
楠
助
政
策
陀
針
す
る
犬
英
帝
園
の
結
束
開
制
|
|
時

と
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
「
大
英
帝
国
が
長
年
月
に
豆
り
貫
行
し
?
あ
主
政
策
を
も
抱
棄
ぜ
ん
'
と
す
る
意
鰐
1
1
iを
示
す

も
む
で
あ
る
。
併
し
、
こ
れ
が
具
鰻
的
危
形
を
と
っ
て
現
は
れ
る
に
は
た
ほ
多
く
の
年
教
を
要
し
た
。
因
み
に
、
一
丸
一
二
年
の
貿

易
促
進
法

(
p
t
o
F
n
E
E
Z
〉
耳
)
及
び
一
九
三
二
年
の
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
貸
付
保
詮
法
{
『
自
工
U
E

耳
目
宮
骨
骨
)
は
、
線
謹
補

助
政
策
反
勤
D
イ
ギ
リ
見
と
し
て
は
確
に
注
目
ず
ベ
曹
立
法
で
あ
る
が
、
極
め
て
小
規
模
た
蓮
航
治
舶
融
資
制
で
あ
っ
て
、
し
か
も

そ
白
主
た
一
る
目
的
は
戦
後
経
済
の
同
復
ど
失
業
救
済
に
あ
り
ゥ
融
資
の
約
三
分
の
一
は
造
船
業
に
向
け
ら
れ
た
。

.) 



併
し
、

一
方
に
於
て
大
戦
後
の
毎
々
深
刻
在
園
際
的
般
腹
過
剰
と
他
方
に
於
て
と
れ
と
共
に
愈
々
激
し
〈
た
る
諸
外
国
政
府
白
海

蓮
補
助
に
は
、
自
由
開
故
主
義
の
イ
ギ
ヲ
ス
と
て
全
く
針
策
注
し
で
は
居
ら
れ
左
か
っ
た
。
閲
際
悔
蓮
市
場
は
一
九
三
九
年
十
月
H

ヴ
T
プ

ν

l
ト
運
賃
の
崩
落
か
ら
世
界
的
危
恐
悦
に
入
る
。
世
界
貿
易
数
量
の
物
凄
い
減
退
に
封
じ
て
著
し
い
過
剰
を
一
不
十
世
界
商

般
腹
は
園
際
逗
貨
を
涯
な
き
崩
壊
に
追
込
む
。
(
と
と
で
は
、
世
界
曲
海
運
恐
慌
に
闘
す
る
鍍
越
を
省
略
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『

4Me

t
z
a
5
5
4
Z
富一
2
岳
自
仲
間
酢
宅
百
品

n
E
F
F巴
E
S口

F
Z
E
Mむしい令・
2
H
F
M
H
H
h
品
自
。
『

z
a吉
田

mw
唱
Z
E
p
a
E
R
O回
目

島

吋
ロ
自
m
・
3Mm凶U
R凶
な

E
を
見
ら
れ
た
い
。
)

「
l
l
l
L云
円
ピ
ぽ
卜
置
に
同
仁
恒
仁
直
下
一
室
国

一
世
界
諸
港
出
港
醐
剖
噸
毅
一
人
均
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
宮
一
九
回
・
五
一
九
人
一

一
世
界
商
舶
活
動
噸
数
十
(
A

こ
ι

室
・
一
一
宗
一
一
口
孟
~
一
¥
宅
・
一
一
-
一
九
一
・
豆
一
空
・
王
一

一
世
一
界
貿
易
v

数
量
一
空
・
一
一
一
口
l

i

J

一
己
ニ
・
一
九
回
全

-

A

Z

↑

ー
園
際
聯
盟
指
数
一
丸
二
王
|
一
九
ニ
丸
年
平
均
を
」

O
O
と
す
。
(
A
)

各
年
六
月
末
現
在

円
i
い
什
同
日
円
閏
」
同
国

一

本

定

期

珊

運

賃

毛

-

h

一
一
干
主
一
ー
一
一
回
・
人
生
一
千
三
一
白
人
生

一
定
一
期
ー
傭
舶
科
一
言
λ
一
ー
ヨ
一
・
一
言
・

E
z
-
-

一回・一六一

英
圏
構
運
骨
議
厨
棺
紘
一
九
二
O
年
を
一

O
O
と
す
@

=:;.A 

l美英

室

会主宝

lー斗圭一一「一

茎色交量

面白口
口 ... 

'--""一塁主一一一一ー一一一

だ
が
、
と
の
中
に
あ
っ
て
も
世
界
の
七
洋
を
支
配
す
る
J
q
ギ
リ
ス
は
飽
〈
ま
で
従
来
の
緯
叩
制
を
持
し
た
ま
L

で
事
は
解
決
つ
ぐ
と

考
へ
て
ゐ
売
。
一
丸
一
一
一
一
年
、
イ
ギ
リ
ス
滑
岸
近
海
舶
主
協
舎
色

E
昏

F
E
R
E四
回
邑
耳
目

4
E骨
羽
田

E
胃

432
旨
E
E
E
m
)
が
外

圃
舶
白
イ
ギ
nv
ス
滑
岸
航
路
屡
迫
を
訴
へ
、

g
t
g
w町
白
外
国
給
課
税
を
政
府
に
提
議
し
た
と
曹
に
も
、
政
府
は
英
本
図
沿
岸
貨
物

職
迭
に
従
事
す
る
外
固
般
は
純
計
噺
数
D

一
バ
ア
セ
ン
ト
に
過
ぎ
た
い
と
じ
て
全
然
と
れ
を
取
り
上
げ
や
ろ

t
Lた
か
っ

h
。
イ
ギ

五一

世
界
恐
慌
徒
に
於
け
る
英
闘
梅
謹
監
貨
由
一
明
換

第
五
十
四
巻

四

五

実草人

j与主一一
室

第
四
都

HFm 

副
叫
四

時

P
0
3肝
町
一

F
4

M
円
八

a
ート五
幻
-m

・
蜘
ロ
副
大

m
J
U

昭

F
山

'
n
E
D
 

ほ

n
査

出

A
楓

wa四済
岨

JWva

帥
耐
湿

れ
即
日
海

S

且。出
向
L
G
日

3) 
4) 
5) 



世
界
恐
慌
後
に
於
げ
る
英
園
海
運
啓
策
白
韓
換

第
五
十
四
巻

五

四

六

第
四
都

リ
ス
自
由
主
義
経
済
@
全
面
的
特
換
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
最
も
歴
史
的
危
一
九
一
三
一
年
の
オ
ツ
グ
ワ
舎
議
で
も
、
そ
白
主
題
は
閥

'
税
で
あ
っ
て
柏
戸
逗
で
は
た
か
っ
た
。
但
し
、
放
置
さ
れ
て
よ
い
欣
態
に
あ
っ
た
が
故
に
海
運
が
不
問
に
附
せ
ら
れ
た
と
言
ふ
の
で
は

司
な
い
。
吾
々
は
一
九
三
二
年
六
月
イ
ギ
リ
ス
海
運
曾
議
所
に
設
一
宣
さ
れ
た
る
「
英
園
海
運
保
護
政
策
研
一
究
委
員
舎
」
が
本
園
沼
岸
貿

易
の
僚
件
附
開
放
と
本
商
政
府
海
温
管
理
の
改
善
を
提
唱
し
た
る
上
、
正
に
開
催
さ
れ
ん
と
す
る
オ
ツ
タ
ワ
曾
議
に
針
し
て
海
運
政

策
の
打
開
を
訴
へ
て
ゐ
る
り
を
知
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
ォ
ッ
タ
ワ
合
議
後
白
イ
ギ

H
λ
海
運
界
が
同
曾
議
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
た
る
特
惑
閥
税
を
イ
ギ
明
ス
般
の
運
送
貨
物
に
白
み
遁
用
す
べ
し
と
主
張
し
、
更
に
、
政
府
補
助
を
受
け
た
る
外
聞
舶
の
大
英
帝

凶
諸
港
の
入
港
に
針
し
て
は
三
倍
白
一
枕
を
課
す
べ
し
、
と
強
調
し
た
の
を
知
っ
て
ゐ
弘
。

同

z

m
M

即
s
n
r
 

n
 

出

向
日

時
d
m甲

山

T
h
，

k

'

 

vd 

頁
刷
一一両

事
態
。
重
大
性
に
封
ず
る
政
府
の
認
識
の
程
は
ウ
オ
タ
】
・
ラ
ン
シ

T

Y
商
相

M
4
下

っ
た
演
論
に
見
ら
れ
る
が
、
併
し
、
そ
れ
は
な
ほ
外
園
D
激
し
い
海
運
政
策
医
比
べ
れ
ば
低
調
に
失
し
積
極
性
を
依
〈
嫌
ひ
が
あ
っ
同
封
E
E
 

E

P

 

た
。
日
〈
「
諸
外
国
D
採
用
し
Q

L

あ
る
一
一
析
の
政
策
が
引
積
雪
行
は
れ
、
こ
れ
ら
外
因
被
補
助
般
に
よ
り
イ
ギ
F
1
舶
主
の
利
益
色
白
阿
川
慨
悶

が
害
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
吾
々
に
於
て
も
海
運
問
題
主
新
し
〈
研
究
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
己
の
圃
の
最
も
重
大
た
産
業
が
一
掃
吉
れ
開
山
初
陣

9・
切

る
の
は
到
底
見
る
に
忍
び
た
い
。
白
分
は
海
逗
補
助
競
争
に
賛
同
を
寄
せ
る
最
後
白
一
人
で
は
あ
る
が
、
イ
ギ
P
R
商
業
機
構
会
鐙
J

団
山

を
破
壊
ぜ
ん
と
す
る
と
れ
ら
不
住
友
競
争
か
ら
イ
ギ
リ
ス
商
締
除
を
防
護
す
べ
〈
政
府
は
責
任
を
感
十
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
政
府
樹
加

の
背
後
に
あ
る
固
ま
感
情

5
2
2
3〈
知
っ
て
ゐ
加
。
」
と
こ
る
で
、
世
界
恐
慌
後
の
イ
ギ

A
海
運
政
策
が
最
も
は
っ
澗+r
 

曹
り
と
出
て
来
た
D
は
一
九
三
三
年
九
月
四
世
界
経
済
曾
議
で
あ
ら
う
ロ
そ
の
第
三
甲
掛
川
分
科
委
員
舎
(
羽
島

-
D
E
E
Z
E
E
-
〉
)
に
日
時

(
彼
自
身
ま
た
大
舶
主
)
が
一
九
一
二
三
年
一
一
月
に
行

於
て
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
は
必
死
の
努
力
主
梯
っ
て
諸
外
園
白
海
逗
補
助
成
策
を
撤
麗
し
ゃ
う
と
し
た
。

園
際
貿
白
面
目
盛
昆
上
怯
〈
べ
か
ら
ざ
る
は
極
品
て
揺
串
高
〈
且
安
債
な
る
海
上
謹
選
な

mdg
斯
種
海
上
蓮
迭
は
世
界
運
賃
市
場
が
凡
て
白
岡
田
舶
舶

‘ 

6) 7) 



に
開
放
せ
ら
れ
、
各
闘
が
海
運
補
朋
政
策

E
拠
棄
せ
る
揚
骨
に
於
で
踊
品
て
出
現
す
る
も
四
な
り
。
世
界
大
戦
前
に
於
て
位
、
各
園
政
府
は
多
年
四
間

y

海
撞
を
個
人
組
瞥
に
一
任
し
て
干
捗
を
加
へ
子
、
自
由
運
賃
市
場
の
確
立
に
何
等
田
支
障
を
車
さ
し
め
ぎ
り
を
。
其
結
果
各
岡
崎
主
は
園
庫
に
何
等
白
出

負
揖
を
加
ふ
る
事
無
E
し
て
園
際
貿
易
上
白
要
求
に
合
致
せ
る
舶
胞
を
維
持
す
る
車
券
一
得
た
り
c

然
る
に
大
戦
以
降
右
白
情
勢
圭
〈
一
一
睡
し
、
園
際
貿
下
血

易
場
裡
に
於
て
他
園
白
舶
舶
を
撃
退
せ
ん
が
た
品
、
或
は
国
費
を
以
で
舶
舶
を
建
誼
運
航
し
、
或
は
建
造
費
又
は
運
航
費
白
一
、
部
を
補
助
す
る
護
軍
暫
即
U

〈
行
は
る
L

虻
至
恥
M
M
O

葺
結
果
世
界
控
臨
時
世
界
経
済
自
需
要
を
超
過
し
て
不
自
然
に
膨
脹
も
運
賃
市
場
は
採
算
不
能
と
な
れ
目
。
従
っ
て
斯
種
白
一
=
一
川

補
脚
止
策
を
引
績
を
採
用
す
る
時
は
園
際
貿
易
一
は
最
も
能
率
高
〈
且
安
慎
一
な
る
海
上
謹
誌
を
失
ふ
事
と
な
否
。
へ

L

-

n

z

h

u
上
白
且
解
に
基
き
て
提
案
す
る
事
左
0

・

酬

し

。

ん

叩

園
際
的
競
争
航
路
に
就
航
す
る
舶
舶
に
却
す
る
誼
舶
補
助
又
は
蓮
融
補
助
は
非
艇
済
的
に
し
て
、
他
困
を
し
て
謝
抗
上
同
様
の
補
助
政
策
又
は
樺
誕
a

昭
J

政
策
を
探
用
せ
し
む
る
か
、
又
は
此
一
冊
政
策
を
併
用
せ
し
む
る
に
至
る
外
な
〈
、
具
輯
果
世
界
貿
易
船
字
、
利
用
し
車
一
れ
る
恒
済
的
に
し
て

E
前
車
曲
一
息
~
一

1
tー

な
る
海
上
運
廷
は
擾
践
し
、
世
界
逝
賃
市
場
は
崩
援
し
、
補
助
政
策
を
採
用
せ
る
園
白
岡
庫
負
婚
は
激
唱
し
、
然
ら
ざ
る
園
陪
韓
入
及
伊
丹
債
に
封
す
郡
M
H

る
サ
J

ず
イ
ス
に
依
る
支
排
能
力
主
両
殺
す
る
に
至
る
o

初
て
聞
係
各
圏
は
能
ふ
限
切
速
か
に
手
段
を
静
ピ
以
て
競
守
航
路
に
於
貯
る
誼
醐
補
助
並
び
岬
d

J

に
揮
航
補
尉
を
漸
擁
す
る
と
共
に
骨
極
に
於
て
之
を
全
世
躍
す
ベ
を
な
h
o

骨
骨
一
志

量

a
z

M
1
e
!
 

葺
し
、
ィ
ギ

H
ス
陀
固
有
た
歴
史
的
立
揚
従
っ
て
一
般
に
は
大
戦
前
ま
た
は
十
九
世
紀
的
立
揚

E
Y皐
た
る
経
済
恐
慌
以
上
の
意
済
L
川u
 

を
含
ん
で
出
て
来
た
世
界
恐
慌
以
後
の
世
界
に
押
し
附
け
ゃ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
縫
っ
て
僅
に
二
三
の
代
表
白
雷
同
を
得
叫n
 

た
に
と
ぎ
ま
り
、
舎
議
の
大
勢
は
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
提
案
を
抹
殺
し
た
o

イ
ギ
リ
ス
と
同
ヒ
〈
デ
モ
ク
ラ

ψ
1
K
立

つ

ア

メ

リ

カ

代

加

B
 

表
に
於
て
さ
へ
そ
白
最
も
激
し
い
反
剥
が
唱
へ
ら
れ
た
。
闘
ち
、
一
九
二

O
年
並
び
に
一
九
二
八
年
の
米
園
商
船
法
に
簡
ム
「
7
メ

臼

c
 

p
カ
合
衆
国
は
園
防
白
銭
め
又
内
外
貿
易
を
逼
度
に
殻
展
せ
し
む
る
が
矯
め
優
秀
た
る
事
苦
建
設
す
る
と
と
を
要
す
」
と
り
提
言
山曲E

 
d
 
a
 
a
 

を
引
用
し
て
、
ア
メ

F
カ
代
表
は
、
梅
蓮
補
助
金
が
白
固
に
於
て
如
何
に
大
き
悲
歴
史
性
を
も
っ
て
機
能
し
つ

L
あ
る
か
を
強
調
し

た
上
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
謂
ふ
不
経
済
的
補
助
金

(
E
E。
雪
国
百
回
島
正

E
)
及
び
ノ

1
ル
エ

l
代
表
、
オ
ラ

Y
グ
代
表
の
謂
ム
不
経
済

的
政
策
合
固

O
B
E
E
b
-
-「
Z
〕
が
何
を
意
味
す
る
や
金
J
N
了
解
に
苦
し
む
と
臆
酬

L
h
o

世
界
恐
慌
後
に
ー
於
貯
る
英
園
帯
電
政
策
田
嶋
換

8) 
9) 

僚
主
十
回
巻

四

七

第
固
齢

五



第
五
十
四
品
世

静
岡
捜

‘
五
回

世
界
恐
慌
後
に
於
げ
る
英
国
海
運
政
策
白
輔
換

だ
が
、
己
の
揚
合
に
者
描
出
来
た
い
の
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
表
面
に
立
働
い
て
ゐ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
世
界
経
済
合

議
第
三
日
に
イ
ギ

H
ス
戴
相
、
不
グ
イ
ル
・
チ
エ

V
バ
レ
ン
は
輪
出
補
助
金
と
海
運
補
助
金
の
金
慶
を
強
調
し
て
多
大
の
注
意
を
喚
起

L
て
は
居
る
が
、
海
蓮
小
委
員
舎
で
白
折
衝
は
専
ら
イ
ギ
リ
ス
舶
主
に
常
ら
せ
て
ゐ
る
。
民
間
協
商
と
い
ふ
側
面
攻
撃
の
殺
呆
を
狙

ふ
白
は
イ
ギ
リ
ス
一
流
の
外
交
戦
術
で
も
あ
ら
う
が
、
一
つ
に
は
ま
た
、
政
府
が
表
面
に
尚
な
く
て
も
事
は
解
決
す
る
と
高
一
を
〈
h

お

っ
た
認
識
不
足
忙
も
因
る
。
だ
が
、
前
記
D
如
〈
舎
議
が
全

4
0
不
成
功
に
終
っ
て
見
る
と
慌
て
宇
に
は
居
ら
れ
泣
い
、
己
の
直
後

の
イ
ギ
リ
ス
で
は
盛
ん
に
海
運
政
策
白
鞘
向

1
1英
本
園
沿
岸
貿
易
制
限
・
英
帝
国
内
相
互
貿
易
'
海
運
補
助
政
策
ー
ー
に
議
論
が
・

闘
は
さ
札
た
。
併

L
、
撃
を
大
昔
〈
し
て
政
策
白
縛
向
を
要
望
し
た
白
は
英
闘
海
運
蚕
議
所
主
中
心
と
す
る
不
定
期
舶
主
側
に
と
E

ま
り
、
定
期
船
主
の
集
固
で
あ
る
リ
ザ
ア
プ
ー
ル
舶
主
協
舎
は
己
れ
に
絶
封
反
針
を
唱
へ
も
向
。
吾
み
は
こ

h
k
海
蓮
同
盟
を
牙
城
占
F

す
る
定
期
船
経
替
の
開
力
性
主
知
る
ζ

と
は
出
来
る
が
、
と
に
か
〈
、
壬
己
で
は
未
だ
園
際
的
協
調
は
勿
論
の
こ
左
圏
内
の
足
取
さ

へ
も
一
致
を
見
る
己
と
が
出
来
た
か
っ
た
。
政
府
も
相
棚
田
ら
や
白
隠
跨
を
示
し
て
ゐ
た
。
世
界
経
済
合
議
失
敗
の
直
後
v

英
図
海
運

合
議
所
が
不
定
期
舶
に
扮
す
る
年
額
三
百
商
務
白
運
航
並
び
に
紫
舶
綿
助
主
提
案
し
た
る

K
勤
し
で
も
、
ラ
ン
シ
マ
ン
商
相
は
「
各

園
比
し
て
頑
強
に
補
劫
政
策
を
績
け
る
以
上
、
英
国
が
相
手
固
に
針
し
て
徹
底
的
打
撃
を
興
へ
得
る
保
件
を
具
備
す
る

ι至
る
迄
は

問
題
白
解
決
は
困
難
で
あ
る
。
海
運
曾
議
所
提
案
の
楠
助
制
度
を
寅
施
し
て
も
、
此
の
悶
題
が
直
ち
に
解
決
さ
れ
る
や
否
干
疑
問
で

あ
る
白
み
た
ら
や
、
或
は
斯
か
る
時
策
を
性
急
に
寅
行
ず
れ
ば
、
却
て
杢
然
強
期
せ
ざ
る
結
果
に
陪
ら
む
と
も
限
ら
た
い
。
邸
ち
相

手
園
に
封
す
る
打
撃
よ
り
も
、
突
園
海
運
界
自
慢
又
惹
い
て
は
自
園
重
要
貿
易
の
他
の
部
門
が
犬
た
る
痛
手
を
蒙
る
が
如
き
と
、
と
之

左
し
と
は
云
へ
ぬ
か
ら
お
徐
程
慎
重
に
考
究
す
る
必
要
が
あ
日
向
。
」
と
答
へ
、
依
然
と
し
て
従
来
の
立
場
広
停
滞
し
、
却
っ
て
寧
ろ
外

因
を
自
分
D
立
揚
に
引
寄
せ
ゃ
う
と
努
力
し
た
。

四-
J、

日本郵相海運及掴済調査、昭凡(下)三九回頁。
川村貞夫郎、英岡商相提唱白舶舶園際曾議海運冶一四三競ニ頁。
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第
二
期

部
分
的
一
時
的
海
運
補
助
|
|
一
九
三
五
年
英
園
海
道
補
助
法

以
上
の
や
う
に
、
努
め
て
政
府
補
助
主
避
け
て
固
際
的
協
議
に
擁
ら
ラ
と
し
た
む
が
、
世
界
恐
慌
後
持
績
的
に
採
ら
れ
た
イ
ギ

H

ス
海
護
政
策
の
怯
格
で
あ
る
が
‘
園
際
諸
航
路
に
従
事
す
る
イ
ギ
リ
ス
般
と
し
て
己
れ
は
一
臆
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
出
来

る
だ
け
世
外
の
航
路
を
障
害
少
く
す
る
が
た
め
に
は
、
他
国
D
海
運
補
助
は
勿
論
、
自
図
の
そ
れ
も
涯
た
き
循
環
揺
を
避
け
る
べ
く

差
控
ヘ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
併
し
、
今
や
「
補
助
金
制
度
に
促
さ
れ
た
る
」
「
諸
外
因
商
船
隊
白
増
加
」
に
よ
ヲ
て
「
英
図
舶
五

は
惨
槍
た
る
悲
境
に
泌
諭
せ
し
め
ら
れ
、
英
園
舶
曾
祉
に
し
て
そ
の
運
航
費
を
填
補
し
得
る
も
の
極
め
て
砂
く
、
又
老
朽
舶
に
謝
す

る
代
船
建
造
費
苛
準
備
し
得
る
も
の
に
至
つ
て
は
更
に
砂
丸
」
欣
態
に
立
至
。
て
は
、
空
し
〈
民
聞
の
園
際
的
協
定
に
倹
つ
国
闘
は
や

イ
ギ
リ
ス
は
こ
込
に
十
九
世
記
恥
葉
に
航
海
保
例
を
廃
棄
し
て
以
来
堅
持
じ
た
梅
運
自
由
主
義
を
放
棄
し
て
、
海
運
補
助
政
策
に
碍

向
せ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
ロ
即
ち
、

一
九
三
五
年
英
園
海
運
(
補
助
)
法
国
ユ

E
『
国
『
両
者
昌
明

(
E
E
E
S
F
F
Z
M明
の
制
定
が
己
れ

で
あ
り
、
不
定
期
枯
運
航
補
助
の
た
め
に
綿
額
一
一
百
高
田
師
、
般
質
改
革
戸
白
た
め
の
低
利
融
資
総
額
二
T
寓
瞬
、
船
舶
検
査
料
そ
の
他

手
数
料
免
除
に
よ
る
負
播
軽
減
年
額
一
高
七
千
磁
を
そ
の
内
容
と
す
る
。

だ
が
、
劃
期
的
r

立
法
と
は
言
へ
そ
れ
は
た
ほ
多
分
に
喰
ひ
足
ら
血
議
巡
さ
を
含
ん
で
ゐ
た
。
不
定
期
船
だ
貯
を
袖
助
の
針
象
と
し

た
の
は
、
商
務
犬
匡
の
説
明
す
る
如
く
、
他
方
に
於
て
定
期
般
が
逗
賃
同
盟
を
有
し
泊
槽
舶
が
イ

Y
9
I
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
タ
ン
カ
ー
・

プ
ー
ル
(
一
九
三
回
年
五
月
輯
成
)
を
有
す
る
に
針
し
て
、
不
定
期
舶
が
外
薗
被
補
助
般
の
競
争
に
直
接
曝
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
じ

一
九
一
三
年
か
ら
一
九
二
一
=
一
年
の
聞
に
外
圃
不
定
期
舶
は
隻
敷
噸
裁
に
於
て
約
三
三
%
を
増
大
し
た
る
に
反
し
、
イ
ギ
H
ス
不
定
期

舶
は
瓦

O
M
A以
上
を
減
少
し

τ居
る
の
で
あ
り
せ
従
っ
て
、

ζ
、
の
衰
額
を
補
ふ
ベ
ョ
〈
一
年
限
り
二
百
寓
勝
の
補
助
は
録
り
に
も
少
額

世
界
恐
慌
徒
に
於
け
る
英
園
海
運
政
策
目
蒋
換

第
五
十
四
巻

国
一
九

第
四
捜

五
五

英図政府の新海運保護政策大綱海運、一四七概ニ頁。
Insti~ut ftlr Konjunkturfo四chung，、Nettbewerb.，5，--221 2) 



世
界
恐
慌
徒
に
於
け
る
英
図
梅
蓮
政
策
由
輔
換

第

五

十

四

巻

第

四

説

と
い
品
べ
く
、
し
か
も
、
そ
れ
は
運
賃
市
況
に
し
て
世
界
恐
慌
前
の
{
九
二
九
年
平
均
逗
賃
(
基
単
一

O
Q
区
)
均
九
三
%
を
一
%
超
ゆ

る
毎
に
デ
一
十
五
寓
勝
を
減
中
る
と
い
ふ
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
ル
を
と
る
も
D
で
あ
る
?
。

回
ご

O

五
六

一
時
的
危
不
況
針
策
以
上
に
は
出
た

い
立
法
と
い
は
ね
ば
た
ら
砲
。

-
方
ま
た
、
己
の
補
助
法
は
他
方
に
於
て
園
内
民
間
舶
主
の
自
治
統
制
を
保
件
と
し
て
ゐ
る
。
創
ち

不
完
全
た
る
鋳
鎖
的
臆
急
策

(
B
E回一向島
E
o
s
a
Eロ
4mgHMM
よ
り
も
寧
ろ
伸
縮
性
あ
る
協
力
制
度
を
採
用
す
べ
〈
、
民
間
舶
主
を

し
て
不
定
期
船
管
理
委
員
合

2
E
B噌
F
君
E
m
〉
仏
国

E
Z
E
S
F
E皇
民
自
)
を
組
織
せ
し
め
、
(
一
}
圏
内
競
争
の
減
殺
、
(
ニ
山
蓮
賃

欣
態
の
改
善
、
会
一
)
外
園
被
楠
助
般
に
封
す
る
英
圏
不
定
期
舶
の
可
及
的
完
全
危
る
建
航
率
白
保
持
に
首
ら
し
め
る
こ
と
与
し
が
。

民
間
船
主
に
倹
つ
も
白
は
圏
内
海
運
統
制
ば
か
り
で
は
な
い
。
同
補
脱
法
は
営
時
の
イ
ギ
リ
ス
海
運
政
策
白
主
調
を
受
げ
て
飽
く

ま
で
も
園
際
的
協
調
に
望
み
を
繋
ぎ
、
不
定
期
船
管
理
委
員
舎
に
謝
し
て
岡
際
海
蓮
曾
議
・
ポ
ル
チ
ッ
ク
園
際
海
事
同
盟
等
と
の
提

携
を
要
請
し
て
ゐ
句
向
。
と
E
ろ
で
、

ζ

の
要
請
は
直
ち
に
一
一
つ
の
仕
方
で
も
っ
て
臆
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
つ
は
一
九
三
五
年
三
月
よ

り
F
ず
ア
・
プ
レ
ー
ト
航
路
、
セ
ン
ト
・
ロ
1
レ

Y

ス
航
路
、
オ
1
ス
下
ラ
リ
ア
航
路
等
に
成
立
し
た
る
最
低
運
賃
制
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
ι
中
規
模
訟
が
ら
成
功
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
他
白
も
一
つ
白
仕
方
と
し
て
白
園
際
海
運
舎
議
諌
備
舎
議
は
無
感
た
失
敗
に
終

-
九
三
五
年
一
月
に
は
ロ
シ
ド
ン
で
開
催
の
運
び
K

っ
た
Q

即
ち
、
同
曾
議
は
海
運
柿
助
法
の
立
案
と
共
に
早
〈
も
計
聾
せ
ら
れ
、

至
っ
た
が
、
そ
れ
は
既
に
開
催
に
先
立
っ
て
崎
型
化
さ
れ
て
ゐ
た
。
前
も
一

οて
7
メ
n，
ヵ
代
表
が
海
運
梢
助
金
底
止
問
題
C
上
程
に

絶
針
鼠
射
を
主
張
し
た
た
め
、

Z
れ
を
除
外
し
、
園
際
過
剰
船
腹
の
調
整
の
み
を
そ
の
議
題
と
し
て
揖
ば
た
く
て
は
た
ら
た
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
た
ほ
、
己
の
許
さ
れ
売
る
議
題
に
う
い
て
さ
〈
も
、
同
舎
識
に
於
て
ア
メ

H
カ
代
表
か
ら
『
抑
-K

一
周
賎
又

は
一
機
闘
の
手
に
よ
り
、
市
か
も
-
つ
の
一
共
通
形
式
に
よ
り
世
界
K
於
け
る
園
際
航
路
の
凡
℃
に
亙
る
麟
腹
の
合
理
化
を
賓
現
せ
ん

と
す
る
が
如
曹
は
到
底
至
難
の
業
に
属
す
る
も
の
」
ム
」
斥
砂
ち
れ
、
日
本
代
表
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
東
洋
航
域
に
於
砂
る
特
殊
的
立

:British Shipping (Assistailce) Act -1935， White Paper， SCCt. 2. part IL 2・3
White Pa.per，日cti岨 2.p:art II. 7 {fii) 
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揚
か
ら
「
欧
洲
海
蓮
市
揚
に
於
け
る
情
勢
を
某
礎
と
せ
る
合
理
化
案
文
は
欧
洲
秘
主
の
見
解
並
び
に
必
要
に
基
音
て
立
案
せ
る
合
理

め

化
一
に
は
到
底
賛
同
し
得
や
」
と
反
叫
劃
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
そ
と
で
は
皐
怠
る
形
だ
け
の
、
繋
舶
を
主
と
し
解
憶
を
従
と
す
る
図
際
結

腹
合
理
化
案
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
所
要
基
金
は
己
れ
を
入
漁
師
脂
噸
税
に
依
る
ベ
〈
夫
々
各
国
政
府
白
賛
同
と
援
助
を
仰
ぐ
と
い
ふ
計
F

章
を
立
て
た
白
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
そ
れ
は
珠
備
舎
議
以
上
白
も
白
で
は
た
か
う
た
。
幸
ひ
、
同
年
勃
穫
し
た
る
伊
ヱ
戦
争
が

本
曾
議
無
期
延
期
の
理
由
に
取
り
上
げ
ら
れ
イ
ギ
リ
ス
の
盤
面
を
立
て
ミ
ゐ
る
が
、
補
助
金
問
題
抜
曹
白
園
際
海
運
合
識
で
ぼ
徒
に

曾
議
を
躍
ら
す
の
み
で
あ
れ
y
、
無
期
延
期
乙
ぞ
自
然
で
あ
っ
た
。

第

期

全
面
的
持
績
的
補
助
計
霊

1
J
一
九
三
九
年
英
図
海
運
補
助
法
案

一
年
限
り
の
補
助
で
片
附
〈
と
思
っ
て
制
定
し
た
プ
九
三
五
年
海
運
補
助
法
は
翌
年
及
び
翌
々
年
再
度
に
亙
っ
て
織
績
さ
れ
ね
ば

友
ら
取
か
っ
た
。
そ
れ
程
に
海
蓮
不
況
は
世
界
的
に
持
績
的
で
あ
り
外
園
政
府
の
海
運
補
助
は
激
烈
で
あ
っ
た
。

一
九
三
四
年
フ
ラ

シ
ス
の
タ
ツ
ソ
ウ
法
・

一
九
三
六
年
の
米
園
商
舶
法
等
々
の
犬
掛
り
た
海
運
補
助
瞳
系
は
~
モ
れ
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
於
て
、
退
嬰
的

一
九
三
七
年
英
国
皇
帝
戴
冠
式
に
際
し
て
開
催
さ
れ
た
英
帝
圏
曾
議
に
於
け
る
海

危
イ
ギ

P
ス
を
否
底
友
し
に
引
摺
っ
て
行
つ
も
ι
。

建
問
題
委
員
曾

(
F
E
E
Z
E
邑
書
唱
1
2同
心
昆
白
骨
5
2
)
は
、
今
や
、
は
っ
き
り
と
「
諸
外
園
政
府
が
近
来
種
々
注
る
形
式
方
法
に
よ
る

差
別
待
遇
を
採
用
せ
る
結
果
L

「
英
国
海
運
は
完
全
に
掃
蕩
せ
ら
れ
ざ
る
に
し
て
も
甚
大
な
る
不
利
益
を
被
り
つ
L
あ
る
事
を
認
め
」

依
つ
で
も
っ
て
「
↓
九
二
三
年
の
英
帝
国
経
済
曾
議
の
海
外
海
還
に
関
す
る
宣
言
L

を
再
確
認
す
る
と
共
に
、
今
後
は
「
外
国
政
府

「
揚
合
に
は
、
英
帝
国
内
の
闘
係
園
政
府
は

の
不
営
な
る
補
助
に
よ
り
英
岡
修
窪
が
甚
大
た
る
不
利
益
と
危
険
に
瀕
じ
っ
t
A

あ
る
」

協
議
に
参
加
し
て
事
情
を
窮
め
た
る
上
最
善
白
針
策
を
決
定
す
ベ
昔
事
ト
」
と
し
わ
。
、
だ
が
、
異
常

ι活
況
を
示
し
た
}
九
三
七
年
の

世
界
恐
慌
後
に
於
け
る
英
圃
海
運
政
策
の
韓
換

第
五
十
四
巻

第
四
載

玉
七

四

海運且経済調査、昭一O(上h三八一頁以下。
海運及経済調査、昭ー二(上)、ニ九五頁。

日本郵曲
目:害苛甜
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世
界
恐
慌
後
に
於
け
る
英
園
海
運
政
策
目
輔
換

運
賃
巾
揚
が
そ
の
決
定
を
ま
た
後
ら
せ
た
。
ぞ
れ
は
一
九
二
九
年
白
基
準
運
賃
を
進
に
上
廻
っ
て
一
九
三
五
年
海
運
補
助
法

E
自
働

第
五
十
四
巻

四

第
四
雄

五
Jヘ

世:
墾岡
工海|

期漣
舶曾
選議

竺竺1_..1

引
引
』

一
九
三
王

一

九

三

ヨ

一

引
当
川
引
引
引
一

〈
、
己
れ
と
共
に
-
九
三
七
年
十

九

七

的
に
停
止
せ
し
め
た
ば
か
り
で
な

一
月
成
立
し
た
英
園
海
運
自
治
勝

盟

(
g
H
E
m
p
q
p，。官
EHQ昌
弘

吋

E
B噌
切
宮
司
宮
間
関
)
で
も
っ
て
事
態
が
押
切
れ
る
か
に
営
局
を
し
て
思
は
し
め
た
ロ
そ

L
て
世
界
の
海

謡
人
も
亦
等
し
く
イ
ギ

F
ス
海
諸
停
統
の
自
由
主
義
の
粘
芳
力
に
今
夏
目
を
剖
っ
た
J

右
自
治
聯
盟
、
の
協
力
案
第
一
僚
に
日
く
「
本

法
案
は
政
府
白
千
捗
に
係
ら
中
海
運
業
自
ら
の
計
差
し

E
つ
管
理
す
る
自
治
協
力
集
に
し
て
、
且
一
九
一
戸
一
五
年
英
園
海
逗
(
補
助
)
法
。

白
規
定
せ
る
裁
可
を
補
泡
し
、
且
之
に
代
る
有
数
一
号
同
種
目
施
行
主
保
護
す
べ
き
裁
可
を
含
む
も
の
に
し
て
、
之
を
本
法
案
の
原
雄

則
と
九
@
」
し
か
る
に
、
一
丸
三
八
年
運
賃
が
再
び
崩
れ
初
め
る
と
海
運
業
者
は
ま
た
自
信
を
失
ひ
、
よ
り
全
面
的
よ
り
持
績
的
た
海
開

運
補
助
憾
釆
を
も
っ
て
せ
ざ
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
海
運
は
救
へ
た
い
淵
に
沈
む
で
る
ら
う
と
政
府
に
提
訴
し
た
。
t

そ
の
結
果
彼
等
が
得
た
融

白
が
同
年
七
月
商
務
大
臣
の
下
院
に
於
け
る
海
運
補
助
白
言
質
で
あ
ム
る
が
、
そ
れ
は
相
愛
ら
ま
補
い
-
も
の
で
し
か
白
か
っ
た
。
「
政
問
。

ででi
週
頁

治呈品

H
案
五

府に夫れ在畠艦断剛一行行行勺‘せせしめる且矯符刷伊んめ伯

zKは先づ常草噌業苓南雪害布者宥よ‘
bり
動
〈
ぺ
昔
主
世
で
、
あ
ら
う
。
過
去
に
於
て
突
闘
の
偉
大
に
貢
献
じ
舟
飛
と
も
之

Hhr
り
惜
ニ

れ
に
依
存
す
る
海
蓮
楽
に
勤
し
政
府
は
非
同
情
的
態
度
に
出
づ
る
と
と
な
か
る
べ
し
。
」
だ
が
、
園
際
海
蓮
情
勢
は
多
年
犬
猿
も
た
ど
限
四
O

、
に
蓮
二

な
ら
ね
英
図
海
運
曾
議
所
と
李
浦
船
主
協
舎
と
を
共
同
提
携
せ
し
め
、
そ
し
で
、
何
故
に
且
つ
如
何
に
イ
ギ
V
ス
海
運
が
窮
欣
に
白
年
海
、

R
r
d幽
蓮

う
て
ゐ
る
干
を
研
究
す
る
機
関
と
し
て
海
運
寅
情
調
査
委
員
食

F
a
F
a吉
岡

P
盟
国
町
民
主
主
結
成
す
る
ま
で
に
突
込
ん
で
ゐ
た
か
い
吋
英
海

「
過
去
十
ヶ
年
の
貿
易
欣
態
並
に
英
国
海
運
D
直
面
し
た
、
2
3

童
、
右
調
査
委
員
舎
が
一
九
三
九
年
一
月
に
溌
表
し
た
報
台
に
よ
る
に
、



る
外
国
締
D
競
争
性
質
を
窺
ふ
に
、
共
の
大
部
分
は
政
府
封
政
府
の
競
争
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
種
産
業
が
自
己
D
計
算
に
於
て
凋

立
し
て
経
済
的
に
経
費
を
行
ふ
が
如
吉
己
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
」
「
過
去
十
ヶ
年
問
、
貿
易
数
量
は
減
少
を
見
て
ゐ
る
一
方
、
外
因

舶
の
競
争
は
著
し
く
増
加
し
た
の
外
園
政
府
は
今
後
引
積
雪
白
園
海
運
θ
支
援
強
化
を
或
は
財
的
忙
或
は
政
治
的
慶
迫
に
或
は
人
矯

nア

。，

的
方
法
に
よ
り
行
ム
t
と
は
本
調
査
白
結
果
明
瞭
で
あ
る
ロ
此
の
外
因
の
競
宰
は
英
国
海
運
全
部
門
|
l定
期

船

・

不

定

期

柏

・

泊

叫

槽
舶
ー
ー
ー
に
影
響
を
典
へ
る
。
貿
易
数
量
の
減
退
と
外
国
般
の
競
争
激
化
に
よ
り
英
本
園
の
世
界
海
蓮
界
に
於
け
る
シ
Z

ャ

ー

は

遁

削

減
し
、
英
舶
は
隻
数
一
瞬
数
共
に
減
じ
、
従
っ
て
乗
組
員
の
陣
容
に
於
て
も
減
少
を
克
た
ロ
該
減
少
は
遠
洋
航
路
舶
に
於
て
願
著
で
あ
叫

り
、
更
に
近
海
航
路
に
従
事
す
る
小
型
舶
に
於
セ
著
し
い
云
A
1
1
L
而
し
て
、
己
れ
を
全
世
界
海
上
輸
法
貨
物
数
量
に
封
ず
る
イ
ギ
リ
時D
E
 

ス
姑
白
輸
送
比
率
に
つ
い
て
一
九
二
九
年
と
比
較
す
る
に
次
表
の
如
く
外
岡
関
係
航
路
に
於
け
る
減
退
が
著
心
い
か
言
ふ
迄
も
た
く
北
崎

寸

l
i
-
-
1
1
1
H
U到
」
出
引
叫
一
己
れ
は
外
園
舶
の
隆
昌
従
っ
て
イ
ギ

1
航
洋
般
D
衰
港
を
昔
げ
る
。
た
段
、
主

b

一

-

一

一

一

九

二

九

5

一
一
丸
三
六
e

一

買

膨

副

司
見
恥
配
劃
恥
「
出
副
判
J
引
I
一
己
の
報
告
と
時
を
同
う
し
て
英
帝
国
海
運
委
員
舎
が
獲
表
し
た
「
東
洋
に
於
詞
山

一
長
崎
圏

1
4哩
-
1
-

一
一
了
竺
一

1
・1

一
け
る
英
国
海
運
」
に
於
い
て
日
本
雪
進
出
を
特
に
重
腕
し
て
ゐ
る
白
星
一
戸
山

一
外
岡
i
外

園

間

一

一

て

五

一

五

・

=

一

↑

。

~

一

議

頁

由

一
世
界
一
穂
貿
易
一
四
人
ι

四

一

四

0
・
=
一
自
に
備
す
&
o
固
よ
り
己
。
衰
退
は
単
に
外
国
政
府
D
補
助
政
築
の
み
に
蹄
料
官
一
f山

一

H
H
M
l川
μ卜
旧
い
同
1
「

川

口

仁

費

済

七

:

せ
ら
る
べ
き
に
非
で
イ
ギ
H
1
舶
の
一
一
逗
航
費
特
に
舶
員
給
食
料
費
)
建
造
費
等
の
割
高
に
も
因
る
と
己
ろ
で
あ
る
が
、
右
調
査
委
員
曾
払
鵬
一
弘
一

ニ
園
四
叫

は
E
れ
ら
種
々
の
不
利
益
た
原
因
を
究
め
た
る
上
、
そ
の
報
告
書
に
於
て
特
に
首
局
の
支
援
を
要
望
し
、
遠
洋
・
近
海
e

沿
岸
各
航
路
就
。
。

s

め

，

ニ

舶

ニ

叫

航

の

定

期

借

ま

た

は

不

定

期

借

に

劃

す

る

五

ヶ

年

計

聾

の

楠

助

季

語

て

土

眼

前

主

同

一

蹴

し

た

。

私

一

忠

一

向

一
九
三
九
年
三
月
二
十
八
日
、
政
府
が
下
院
に
於
で
そ
の
犬
綱
を
護
表
じ
、
同
年
七
月
+
一
一
一
日
正
式

ι議
舎
に
提
出
し
た
る
一
九
帯
封
海
h

三
九
年
英
国
海
蓮
(
補
助
V

法
案
即

E
K
己
.
の
海
運
賃
情
調
査
委
員
舎
の
請
願
に
麿
へ
た
る
も
白
で
あ
っ
て
、
不
定
期
舶
運
航
補
助
五

第
四
競

)
)
}
)
 

4
5
6
7
 

世
界
恐
慌
後
に
於
げ
る
英
困
海
運
政
策
白
韓
換

第
五
十
四
巻

四
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世
界
恐
慌
後
に
於
け
る
英
図
海
運
政
策
由
韓
換

第
五
十
四
巻

六
Q 

第
四
畿

四
三
四

ヶ
年
間
年
額
二
百
七
十
五
高
勝
、
濫
般
融
資
三
ヶ
年
間
綿
額
一
千
寓
務
、
岩
船
補
助
五
ヶ
年
間
綿
額
二
百
五
十
寓
晴
樹
、
定
期
結
運
航

補
助
総
額
一
千
高
砂
(
但
し
定
期
航
路
擁
護
委
員
骨
白
申
請
に
依
豆
、
非
常
時
用
強
備
商
船
創
設
義
金
総
額
二
百
高
時
間
主
主
要
内
容
と
す

一
九
三
五
年
海
運
補
助
法
に
比
べ
て
と
れ
が
如
何
忙
庚
汎
且
つ
持
績
的
危
政
策
韓
制
で
あ
る
か
に
侍
か
ざ
る
bz
得
な
い
。
た
と

へ
そ
れ
は
な
ほ
、
不
定
期
船
運
航
補
助
・
浩
舶
補
助
に
於
て
依
然
と
し
て
一
九
二
九
年
の
運
賃
を
基
準
と
す
る
ス
ラ
イ
デ
イ
y
グ
・
ス

ケ
ー
ル
を
採
っ
て
居
り
、
且
う
民
間
舶
主
に
劃
し
て
園
内
的
並
び
に
園
際
的
協
定
に
よ
る
解
決
を
要
請
し
て
ゐ
る
こ
と
替
の
如
〈
で

b
る
と
は
言
へ
、
自
由
主
義
を
停
統
と
し
て
多
年
諸
外
岡
政
府
の
海
運
補
助
政
策
に
反
謝
を
唱
へ
つ
む
け
て
来
た
イ
ギ
リ
ス
と
し
て

と
れ
は
寅
に
劃
期
的
法
案
と
言
は
ね
ば
危
ら
ね
。

だ
が
、
己
L
で
断
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
の
は
、
と
の
海
運
補
助
法
案
が
聞
も
た
〈
勃
唆
し
た
針
狽
戦
争
に
よ
っ
て
文
字
通
。
法
案
の
ま

ミ
で
終
っ
た
と
言
ふ
己
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
た
と
へ
寅
施
を
見
る
忙
至
ら
た
か
っ
た
と
し
て
も
一
度
立
案
さ
れ
た
と
い
ふ
と
と

は
、
そ
れ
が
モ
白
後
の
政
策
償
系
に
及
ぼ
す
作
用
か
ら
見
て
全
然
無
意
味
で
は
あ
り
得
左
い
。
併
し
、
現
賓
白
一
経
油
開
慌
制
は
自
主
的

一
九
三
九
年
梅
議
梢
助
法
案
が
そ
り

る。た
政
策
鶴
来
が
具
鰭
的
に
施
行
さ
れ
る
過
程
に
於
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
己
白
穀
、

ま
h
A

流
産
に
終
っ
た
亡
と
は
、
そ
れ
に
直
ち
に
つ
づ
〈
戦
時
イ
ギ
リ
ス
海
運
政
策
D
決
着
に
犬
昔
注
意
味
が
あ
る
。
前
大
戦
白
経
験

に
も
D
を
一
言
は
せ
て
開
戦
以
来
次
々
に
海
運
法
規
を
制
定
し
て
ゐ
る
一
方
、
を
着
す
る
悶
難
た
問
題
の
多
く
が
常
に
梅
建
業
者
の
個

人
的
自
由
主
義
的
立
揚
の
故
に
向
て
ゐ
る
の
も
、
要
す
る
に
イ
ギ
リ
ス
に
於
で
在
郊
の
海
運
政
策
D
特
換
ま
た
は
止
揚
が
不
徹
底
で

あ
っ
た
と
と
に
因
る
と
見
註
〈
で
は
註
ら
ね
。

結

ー国

Fairplay， J叩..12. 20. 19:)9. P・44，.lO3 
英園海運補助法案w週信省海事費料、第一コ説。
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針
白
行
動
に
出
で
た
の
は
、
己
れ
と
金
く
反
封
。
仕
方
が
ア
メ
リ
カ

-
F
イ
ツ
・
イ

3
1・
フ
ラ

V

ス
等
の
書
官
採
ら
れ
た
の
倒

と
同
様
に
、
自
然
白
己
と
で
あ
る
。
併
し
、
か
ゃ
う
左
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
態
度
の
結
果
は
、
好
む
と
好
ま
ぎ
る
と
に
拘
ら
宇
、
モ
れ
片
山

と
子
、
反
調
白
出
方
を
要
請
す
る
第
二
究
世
外
大
戦
に
そ
の
を
L
引
昔
継
が
れ
る
乙
と
L

左
り
、
か
く
じ
て
そ
己
で
は
、
例
へ
ば
公
円
。
つ
照

定
運
賃
制
に
謝
し
て
中
立
園
般
の
拳
げ
る
高
卒
。
漣
賃
と
の
比
較
に
於
て
自
由
主
義
的
立
場
か
ら
手
放
し
む
不
平
反
針
が
趨
り
、
海
陀
参
れ
岨
醐

，
軍
省
に
よ
る
高
度
の
治
結
統
制
に
封
し
で
は
そ
れ
が
海
運
園
皆
の
前
鯛
れ
で
あ
る
と
痛
烈
た
攻
撃
が
放
た
れ
，
る
o

所
詮
、
モ
と
で
形

t
月

。

、

り

成
さ
れ
る
D
は
ア
メ
リ
カ
海
運
と
の
合
作
と
い
ふ
よ
り
寧
ろ
ア
メ

H
カ

に

引

や

ら

れ

る

戦

時

海

運

政

策

で

あ

る

。

/

以
上
白
や
う
に
、
世
界
恐
慌
後
。
ィ
ギ
曹
ス
は
自
国
船
D
極
め
て
箇
際
的
た
世
格
か
ら
し
て
、
努
め
て
政
府
白
側
か
ら
す
る
海
運

補
助
ま
た
は
園
旗
差
別
主
義
を
避
け
て
、
園
際
海
上
交
通
の
自
由
を
守
ら
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
め
に
は
主
と
し
て
園
際
的

協
議
の
仕
方
が
捧
ば
れ
た
。
併
し
、
そ
白
問
盆
々
強
化
し
ゼ
行
っ
た
諸
外
園
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ま
た
は
ア
ウ
グ
ル
キ

1
政
策
|
|

海
蓮
補
助
政
策
・
白
園
貨
自
園
船
主
義
等
々
ー
ー
に
遭
っ
て
、
そ
の
努
力
は
殆
ん

E
徒
葬
に
蹄
し
た
。
外
国
被
補
助
般
の
競
争
D
た

め
に
イ
ギ
uv
ス
般
は
次
第
に
衰
退
を
辿
っ
た
。
か
く
て
、
動
抗
上
イ
ギ
リ
ス
も
ま
た
攻
第
に
梅
蓮
補
助
に
乗
出
す
。
だ
が
、
も
と
も

と
自
ら
揮
ん
だ
道
で
な
い
だ
け
に
、
そ
れ
は
積
極
的
自
壬
極

E
依
吉
一
時
的
不
況
針
策
の
域
を
出
た
い
。
併
し
、
己
申
ゃ
う
怒
間
に

合
せ
の
策
は
益
々
イ
ギ
リ
ス
柏
を
窮
地
に
陥
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
て
べ
途
に
、
本
格
的
た
梢
助
政
策
を
採
ら
ざ
る
を
得
友
〈
な
り
、

E
に
そ
れ
を
採
ら
?
と
し
た
時
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
愛
し
た
。
こ
れ
が
世
界
恐
慌
後
今
吠
犬
職
、
忙
入
る
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
海
運

政
策
の
足
取
で
あ
り
、
補
助
政
策
ら
し
い
政
策
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
ふ
の
が
そ
の
概
評
で
あ
ら
号
。

政
策
D
性
格
は
先
づ
そ
の
主
慢
。
歴
典
的
た
在
り
方
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
前
大
戦
後
ま
た
は
世
界
恐
慌
後
の
イ
ギ

リ
ス
が
そ
白
歴
史
的
に
固
有
な
自
向
貿
易
主
義
か
ら
、
努
め
て
世
界
の
海
洋
を
自
由
に
し
海
還
に
劃
す
る
政
府
白
干
渉
に
劃
し
て
反

世
界
恐
慌
後
に
於
け
る
英
圃
海
運
政
策
り
韓
換

俸
回
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第
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十
四
巻

六

四
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